
八
資

料
〉

一
万
石
大
名
の
城
下
町
に
つ
い
て
の
一
、

二
の
資
料

1万石大名の城下町についての 1，2の資料

一
万
石
級
の
小
藩
の
城
下
町
研
究
の
意
義
目
的
に
つ
い
て
は
第
一
報
①
に
述
べ
た
。

第
二
報
②
に
お
い
て
補
っ
た
。
そ
の
後
第
三
報
@
@
と
し
て
個
別
的
記
載
を
発
表
中
で
あ
る
。

資
料
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
c

中

義

島

第
一
報
は
全
国
的
展
望
な
い
し
は
予
察
で
あ
り
、

本
稿
は
こ
の
問
題
@
考
察
に
つ
い
て
若
干
の

最
初
に
一
万
石
級
小
藩
の
成
立
事
情
を
検
討
し
て
み
る
c

お
断
わ
り
し
て
お
く
が
こ
の
よ
う
な
大
名
の
戸
籍
調
べ
の
よ
う
な
事
を
地
理

あ
る
。

学
だ
の
歴
史
地
理
学
だ
の
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
頭
書
の
問
題
を
考
え
る
基
礎
と
し
て
考
察
の
必
要
を
感
じ
た
ま
で
の
こ
と
で

175 

(
A
)
 
中
以
上
の
藩
の
分
家
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数
か
ら
い
え
ば
こ
れ
が
一
番
多
い
。
こ
れ
を
(
イ
)
本
藩
と
近
接
し
て
い
る
も
の
、
(
ロ
)
本
藩
よ
り
遠
く
離
れ
て
い
る
も
の
、
(
ハ
)
本
藩

は
ほ
ろ
び
支
藩
だ
け
が
残
っ
た
も
の
に
コ
一
分
す
る
。
二
六

O
余
年
の
藩
政
時
代
を
通
じ
て
二
人
以
上
の
男
子
を
持
っ
た
場
合
は
数
多
か
っ

た
筈
で
あ
り
、
そ
の
処
理
法
と
し
て
は
支
藩
を
立
て
る
、
藩
内
で
分
家
す
る
U

宗
家
の
家
臣
と
な
る
、
他
家
の
養
子
に
す
る
の
三
つ
が
考

洲
藩
(
加
藤
氏
)
が
一
万
石
の
支
藩
(
新
谷
)
を
も
ち
、

え
ら
れ
る
。
で
は
ど
の
よ
う
な
場
合
支
藩
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
か
。
い
ろ
い
ろ
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
六
万
石
の
大

て
い
る
の
に
二
十
五
万
石
余
の
徳
島
藩
(
蜂
須
賀
氏
)
や
十
五
万
石
の
高
田
藩
(
榊
原
氏
)

五
・
一
万
石
余
の
丸
亀
藩
(
京
極
氏
)
も
一
万
石
の
支
藩
(
多
度
津
)
を
も
っ

(
イ
)

木
藩
と
近
接
し
て
い
る
も
の

に
は
支
藩
が
な
い
。

(

ロ

)

本
藩
よ
り
遠
く
離
れ
て
い
る
も
の

こ
れ
に
は
当
初
は
本
藩
付
近
に
成
立
し
た
支
藩
が
本
藩
は
動
か
ず
支
藩
の
み
転
封
し
て
遠
隔
地
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
、
柳
川
の
立
花

予前野佐後岐前雲

加 酒 戸山立京小松|藩

笠

藤井田内花極原平|主!

大小宇高柳丸小松|本!

洲浜 宮知川亀倉江 l藩|

l同 l
l石|

一一一一 高|

六つ 七面一五五八 131
削封前は18万石

名



氏
の
支
藩
三
池
が
文
化
三
年
奥
州
伊
達
郡
下
手
渡
に
移
さ
れ
た
も
の
と
下
野
の
高
徳
藩
(
宇
都
宮
の
戸
田
氏
の
支
藩
)
が
下
総
の
曾
我
野

に
移
っ
た
場
合
を
例
に
あ
げ
る
。
前
者
は
明
ら
か
に
左
遷
で
あ
る
(
明
治
元
年
三
池
に
一
戻
る
)
O

逆
に
本
家
が
転
封
に
な
り
、
支
藩
だ
け
が
残
っ
て
遠
隔
に
な
っ
た
の
も
あ
る
。
下
妻
藩
(
井
上
氏
)

の
成
立
当
時
本
家
は
笠
間
藩
主
だ

っ
た
(
後
の
浜
松
藩
、
廃
藩
時
は
上
総
の
鶴
舞
藩
、
六
万
石
)
0

磐
城
の
湯
長
谷
藩
(
内
藤
氏
)
も
成
立
当
時
は
本
家
が
平
の
藩
主
だ
っ

た。本
家
・
分
家
共
に
転
封
に
な
り
本
家
の
転
封
先
に
新
田
が
な
い
の
で
両
者
が
遠
く
離
れ
た
も
の
に
柳
沢
氏
が
あ
る
。
享
保
九
年
本
家
公

1万石大名の城下町についての 1，2の資料

甲
府
よ
り
大
和
の
郡
山
に
移
り
、
二
つ
の
分
家
は
越
後
の
黒
川
と
一
一
一
日
市
に
移
っ
た
。

他
に
左
記
の
も
の
が
あ
る
。

宮茂tr-l
川 木市山岡山 l藩

近下上安但丹|国

江野野房馬後 l名

堀細前酒京京 i藩

田川田井極極 i:主 i

佐熊金小丸丸 i本 i

倉本沢浜亀亀!薄

下目巴加若讃讃(国

「後賀狭岐岐 J三|
安山館糸佐 f 支 l

i 志崎山hi藩(
播播安越下!藩

磨磨房後野 l名

小 本 稲 松 堀 | 藩

L葉平岡!主

小岡 福佐|本

淀 1

倉崎 井倉 l藩

豊三山越下(園

前 j可 域 前 総 1名

( 

ノ、

) 

本
家
が
ほ
ろ
び
支
藩
だ
け
が
残
っ
た
も
の

森
氏
は
本
家
(
津
山
)
が
ほ
ろ
ん
で
分
家
(
播
州
三
日
月
)
が
残
り
、
堀
氏
は
越
後
で
四
十
五
万
石
の
大
藩
だ
っ
た
が
幕
末
ま
で
残
つ

177 

た
の
は
村
松
(
三
万
石
)
・
椎
谷
ご
万
石
)
・
飯
田
(
一
・
七
万
石
)

-
須
坂
(
一
万
石
)

の
小
支
藩
で
あ
っ
た
。
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(
B
)
 
名
家
の
跡

中
世
な
い
し
は
戦
国
期
の
名
家
の
跡
が
こ
の
ク
ラ
ス
の
小
藩
と
し
て
僅
か
に
家
名
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
c

た
と
え
ば
下
野
の
喜
連
川

の
喜
連
川
氏
は
足
利
氏
の
一
門
(
古
河
公
方
)

の
子
孫
で
あ
り
本
高
五
千
石
な
が
ら
大
名
の
列
に
入
り
、
仙
台
の
伊
達
家
も
参
勤
交
代
で

喜
連
川
通
過
の
際
は
敬
意
を
表
し
た
と
い
う
c

河
内
の
狭
山
の
北
条
氏
(
小
田
原
北
条
氏
の
後
三
大
和
の
芝
村
・
柳
本
の
両
織
田
氏
(
有

楽
斉
の
子
孫
)
、
但
馬
の
村
岡
の
山
名
氏
が
あ
る
。

(
C
)
 
譜
代
の
小
藩

三
河
以
来
の
旧
臣
で
宗
家
が
こ
の
ク
ラ
ス
の
大
名
に
な
っ
た
も
の
。
武
州
金
沢
の
米
倉
氏
、
常
陸
竜
ケ
崎
の
米
津
氏
(
武
州
久
喜
、
出

羽
の
長
瀞
、
上
総
の
大
綱
を
経
て
竜
ケ
崎
に
移
る
)
、
下
総
生
実
の
森
川
氏
、
同
国
小
見
川
の
内
田
氏
、

上
総
一
宮
の
加
納
氏
、
大
和
柳

生
の
柳
生
氏
、
河
内
丹
南
の
高
木
氏
、
和
泉
伯
太
の
渡
辺
氏
、
摂
津
麻
田
の
青
木
氏
、
常
陸
牛
久
の
山
口
氏
等
が
あ
る
。

(
D
)
 
外
様
の
小
藩

戦
国
大
名
ま
た
は
豊
臣
氏
の
旧
臣
等
が
こ
の
ク
ラ
ス
の
大
名
と
し
て
存
続
し
た
も
の
。
下
野
大
田
原
の
大
田
原
氏
、
同
じ
く
黒
羽
の
大

関
氏
l
こ
の
両
家
は
那
須
の
一
族
で
あ
る
、
大
和
田
原
本
の
平
野
氏
、
伊
勢
菰
野
の
土
方
氏
、
濃
州
苗
木
の
遠
山
氏
、
常
陸
麻
生
の
新
庄

氏
、
三
州
田
原
の
三
宅
氏
、
大
和
小
泉
の
片
柄
氏
、
常
陸
志
筑
の
本
堂
氏
、
播
州
林
田
の
建
部
氏
、
同
じ
く
小
野
の
一
柳
氏
、
備
中
成
羽

の
山
崎
氏
、
豊
後
森
の
久
留
島
氏
等
が
あ
る
。

(
E
)
 
親
藩
の
小
藩

前
述
の
水
戸
・
福
井
・
松
江
等
の
支
藩
以
外
に
滝
脇
(
松
平
)
氏
(
駿
河
小
島
よ
り
転
じ
て
上
総
桜
井
藩
)
・
大
給
(
松
平
)
氏
(
一
二
河

伊
保
よ
り
転
じ
て
信
州
田
野
口
)
が
あ
る
c



ハ
hr)

江
戸
期
に
登
用
さ
れ
大
名
の
列
に
入
っ
た
も
の

代
表
的
な
も
の
と
し
て
三
河
西
大
平
の
大
岡
氏
が
あ
る
G

名
奉
行
大
嗣
越
前
守
に
始
ま
る
。
他
に
三
河
の
西
端
の
本
多
氏
、
遠
州
相
良

よ
り
奥
州
下
村
に
移
り
相
良
に
も
ど
り
更
に
上
総
の
小
久
保
に
転
じ
た
田
沼
氏
が
あ
る
c

幕
末
に
一
時
大
名
の
列
に
入
っ
た
安
房
船
形
の

平
岡
氏
、
上
総
貝
淵
(
後
に
請
西
)

の
林
氏
も
こ
れ
に
入
れ
ら
れ
る
。
武
功
で
家
を
興
し
た
の
で
な
く
能
吏
と
い
う
べ
き
人
々
で
あ
る
c

G 

そ
の
他

大
政
奉
還
後
三
家
の
付
け
家
老
や
高
禄
の
旗
本
で
実
高
一
万
石
以
上
の
も
の
が
藩
に
昇
格
し
た
も
の
が
幾
つ
か
あ
る
c

付
け
家
老
は
二

1万石大名の城下町についての 1，2の資判

万
石
以
上
だ
っ
た
か
ら
別
と
し
て
交
代
寄
合
の
旗
本
で
こ
の
時
藩
主
に
な
っ
た
の
は
左
記
の
如
く
、
旧
来
の
小
藩
の
藩
主
が
後
に
子
爵
に

な
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
等
は
男
爵
に
な
っ
て
い
る
c

出
羽
矢
島
の
生
駒
氏
、
常
陸
志
筑
の
本
堂
氏
、
大
和
田
原
本
の
平
野
氏
、
但
馬
村
岡
の
山
名
氏
、
備
中
成
羽
の
山
崎
氏
。

遠
州
堀
江
の
大
沢
氏
は
高
家
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
し
て
藩
主
の
地
位
を
得
た
が
堀
江
藩
↓
堀
江
県
↓
浜
松
県
に
合
併
後
の
明
治
四
年

十
一
月
、
旧
藩
主
大
沢
基
寿
は
太
政
官
よ
り
「
虚
飾
ノ
高
帳
差
出
し
候
段
、

不
坪
ニ
付
士
族
ニ
下
シ
禁
鋼
一
ヶ
年
申
付
」
け
ら
れ
て
い

る-ぜ
C

一
万
石
以
上
あ
れ
ば
藩
主
↓
華
族
に
な
れ
る
と
あ
っ
て
地
先
海
面
・
開
墾
見
込
地
ま
で
高
に
加
え
た
水
増
し
の
高
帳
を
出
し
た
事

が
罪
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

将
軍
家
の
姻
戚
と
の
事
で
鷹
司
家
よ
り
大
名
に
な
っ
た
上
州
吉
井
家
も
異
例
と
レ
え
る
c

179 

こ
の
ク
ラ
ス
の
城
下
町
に
は
現
在
か
な
り
の
都
市
に
成
長
し
て
お
り
、
旧
時
に
も
相
応
の
町
並
を
も
っ
て
い
た
も
の
が
み
ら
れ
る
一
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方
、
現
在
無
名
の
村
落
で
あ
り
、
旧
時
に
も
ほ
と
ん
ど
都
市
的
色
彩
を
も
た
な
か
っ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
こ
の
差
異
を
生
ん
だ
要
因
を

探
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
士
族
戸
数
と
領
内
戸
数
を
指
標
に
し
て
整
理
し
次
の
図
を
得
た
。
資
料
は
明
治
二
l
四
年
す
な
わ
ち
廃
藩
置

県
直
前
の
も
の
③
で
あ
る
。

士
族
戸
数
を
と
っ
た
の
は
消
費
者
と
し
て
の
そ
の
多
少
が
商
工
戸
口
の
多
少
に
影
響
し
都
市
的
色
彩
の
強
弱

に
反
映
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、

一
方
領
域
の
中
心
と
し
て
の
地
位
の
強
弱
が
都
市
性
の
程
度
に
影
響
す
べ
く
、
生
産
力
の
方
は
一

ー
一
・
五
万
石
の
同
一
ク
ラ
ス
の
も
の
の
み
と
っ
て
い
る
の
で
領
内
戸
数
を
指
標
と
し
て
培
養
地
域
の
程
度
を
扱
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
集
落
を
主
体
に
し
て
市
制
を
施
行
し
て
い
る
も
の
は
円
U
で
か
こ
み
、
都
市
的
色
彩
、
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
も
の
を
(

で
示
し
た
。
後
者
の
場
合
現
在
の
市
・
町
・
村
の
別
は
論
外
と
し
た
。
荻
野
山
中
は
厚
木
市
、
吹
上
は
栃
木
市
に
ふ
く
ま
れ
る
が
全
く
村

落
的
景
観
で
あ
り
、
六
浦
(
横
浜
市
金
沢
区
)

の
都
市
的
景
観
は
近
年
の
都
市
化
に
よ
る
も
の
で
三
池
(
大
牟
田
市
)
は
炭
鉱
都
市
と
し

て
、
堀
江
(
館
山
寺
)
は
観
光
ブ
l
ム
に
よ
る
後
年
の
変
貌
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
(

)
に
入
れ
た
。
伊
予
の
新
谷
は
地
形
図
上
で
は

村
落
的
に
見
え
る
が
現
地
を
見
る
と
約
百
戸
の
商
庖
の
並
ぶ
街
村
で
あ
り
、
一
一
一
河
の
西
端
も
地
形
図
上
の
感
じ
と
は
違
っ
て
意
外
に
都
市

的
で
あ
る
。
全
部
の
実
地
観
察
を
終
え
て
い
な
い
現
在
、
区
分
の
不
適
切
な
も
の
が
あ
る
や
を
恐
れ
る
も
の
で
、
大
方
の
御
叱
正
を
お
ね

会逸、

J

R

】、。

、刀

L
1
L
φ
れ
し

士
族
五

O
ー
一

O
O戸
、
領
内
戸
数
千

l
二
千
戸
の
ク
ラ
ス
が
一
番
多
く
二
十
四
ケ
所
を
数
え
る
。
こ
の
下
の
ク
ラ
ス
で
は
士
族
五

O

戸
以
下
の
鞠
山
、
領
内
千
戸
以
下
で
士
族
は
五

O
l
一
O
O戸
の
志
筑
と
高
知
新
田
が
あ
る
。
鞠
山
は
明
治
四
年
に
戸
数
十
七
、
半
農
半

漁
の
寒
村
で
あ
り
@
、

志
筑
は
筑
波
山
麓
の
農
村
、
高
知
新
田
は
新
田
大
名
で
特
定
の
居
所
を
持
た
な
い
。
二
十
四
ケ
所
の
内
で
市
は
下

妻
・
竜
ケ
崎
・
須
坂
の
三
ケ
所
、
竜
ケ
崎
は
米
津
氏
一
・
一
万
石
の
竜
ケ
崎
藩
の
存
続
期
間
は
わ
ず
か
四
ヶ
月
で
仙
台
藩
飛
地
の
中
心
だ

っ
た
時
期
が
長
い
。
八
ケ
町
を
も
っ
、
か
な
り
の
町
場
だ
っ
た
⑬
O

須
坂
は
百
々
川
・
松
川
両
川
の
谷
口
集
落
と
し
て
月
九
回
の
市
が
立
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ち
⑪
、

水
車
動
力
を
利
用
し
て
近
世
に
は
締
油
・
精
米
、
明
治
に
な
っ
て
は
製
糸
業
を
営
な
み
⑫
、

北
国
街
道
脇
往
還
の
宿
駅
で
も
あ
っ

た
と
い
う
町
で
あ
る
。
共
に
城
下
町
と
し
て
以
外
の
発
展
要
因
を
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
村
落
的
な
も
の
は
十
三
ケ
所
(
五
四
%
)

達
す
る
。

一
方
群
を
抜
い
て
多
い
の
が
福
江
で
領
内
一
・
一
万
戸
以
上
、
士
族
三
二
六
戸
を
数
え
る
。
衆
知
の
ご
と
く
今
も
昔
も
五
島
の
中
心
都

市
で
あ
る
。
本
高
了
二
万
石
余
だ
が
草
高
は
二
・
二
万
石
以
上
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
領
内
戸
数
で
他
の
約
五
倍
、

士
族
戸
数
で
約
三

倍
を
も
っ
て
い
る
。
正
租
と
し
て
の
米
は
八
四
八
五
石
余
(
草
高
の
三
十
七
%
余
)
だ
が
他
に
雑
税
と
し
て
一
・
三
万
両
余
を
得
て
い

る
。
こ
れ
は
六
万
石
余
の
平
戸
藩
の
雑
税
の
二
倍
に
近
く
、
六
万
石
の
唐
津
藩
の
五
倍
以
上
で
あ
る
。
内
容
は
水
産
物
ら
し
い
が
五
島
藩

ポ
石
高
相
当
以
上
の
経
済
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

他
に
領
内
戸
数
四
千
戸
以
上
の
足
利
・
糸
魚
川
・
田
原
、

士
族
戸
数
一
五

O
以
上
の
七
戸
・
黒
石
・
小
泉
・
清
末
・
喜
連
川
は
清
末
以

外
は
い
ず
れ
も
相
当
の
町
を
作
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

以
上
を
通
じ
て
士
族
戸
数
・
領
内
戸
数
の
多
い
所
は
城
下
町
も
都
市
的
で
あ
り
、
少
な
い
所
は
こ
れ
に
反
す
る
と
の
想
定
は
あ
る
程
度

は
言
え
る
が
、

一
面
例
外
的
な
も
の
も
目
に
つ
き
こ
の
要
素
を
過
大
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四

次
に
考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
存
続
期
間
の
長
短
を
検
討
す
る
。
廃
藩
置
県
前
に
お
け
る
二
万
石
未
満
の
大
名
の
城
下
町
九
十
六
ケ
所

に
つ
き
(
甲
)
そ
の
集
落
を
中
心
と
し
て
市
制
を
施
行
し
て
い
る
も
の
、
(
乙
)
市
で
は
な
い
が
景
観
的
機
能
的
に
都
市
的
な
も
の
、
(
丙
)
景

観
的
機
能
的
に
村
落
的
な
も
の
に
三
分
す
る
と
、
甲
ー
十
七
、
乙
|
四
十
七
、
丙
l
三
ナ
一
、
そ
の
他
r
l

一
と
な
る
。
そ
の
他
と
は
最
後
ま
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で
新
田
大
名
で
特
定
の
居
所
を
持
た
な
か
っ
た
高
知
新
田
(
山
内
氏
)
で
あ
る
。

も
っ
と
も
都
市
的
な
甲
と
、
も
っ
と
も
村
落
的
な
丙
と
の
成
立
期
(
一
万
石
大
名
城
下
町
と
し
て
の
)
を

A 

元
禄
三
四
年
(
一
六
九

O
i
一
六
九
一
)
の
資
料
⑬
で
一
万
石
大
名
の
治
所
だ
っ
た
も
の
で
以
後
廃
藩
置
県
ま
で
存
続
し
た
も
の

B 

享
保
三
年
(
一
七
一
八
)

の
資
料
@
、

以
下
同
右

C 

文
化
一

O
年
(
一
八
二
ニ
)
の
資
料
@
、

以
下
同
右

D 

天
保
九
年
(
一
八
三
八
)

の
資
料
⑬
、

以
下
同
右

E 

右
の
資
料
に
は
み
え
な
い
が
廃
藩
置
県
時
に
は
一
万
石
大
名
の
治
所
だ
っ
た
も
の

に
分
類
す
る
と
左
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
甲
)

A 

結
城
(
水
野
氏
)
、
大
田
原
(
大
田
原
氏
)
、
須
坂
(
堀
氏
)
、
小
野
(
一
柳
氏
)
、
綾
部
(
九
鬼
氏
)
、
福
江
(
五
島
氏
)
、
以
上
六

ケ

所

B 

足
利
(
戸
田
氏
)
、
糸
魚
川
(
松
平
氏
)
、
岩
村
田
(
内
藤
氏
)
、
神
戸
(
本
多
氏
)
、
小
諸
(
牧
野
氏
)
、
豊
岡
(
京
極
氏
)
、
新
見

(
関
氏
)
、
以
上
七
ケ
所

C 

黒
石
(
津
軽
氏
)
、
下
妻
(
井
上
氏
)
、
館
山
(
稲
葉
氏
)
、
以
上
三
ケ
所

D 

な
し

E 

竜
ケ
崎
(
米
津
氏
)
、

一
ケ
所

以
上
甲
に
ぞ
く
す
る
も
の
に
は

A
と
B
、
す
な
わ
ち
江
戸
の
中
期
(
享
保
頃
)
ま
で
に
成
立
し
た
の
が
三
分
の
二
以
上
(
十
三
ケ
所
)
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を
占
め
、
存
続
期
間
の
長
か
っ
た
も
の
が
多
く
市
に
成
長
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。

C
に
ぞ
く
す
る
三
ケ
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

黒
石
@
、

津
軽
氏
が
大
名
の
列
に
入
っ
た
の
は
文
化
六
年
(
一
八

O
九
)
で
あ
る
が
、
本
家
よ
り
五
千
石
を
分
知
さ
れ
て
黒
石
に
居
を

定
め
た
の
は
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
)
で
あ
る
。
こ
の
時
よ
り
と
れ
ば

A
に
な
る
。

下
妻
⑬
、

大
名
の
列
に
入
る
の
は
遅
れ
た
が
、
井
上
正
長
が
下
妻
に
居
を
定
め
た
の
は
正
徳
二
年
ご
七
三
乙
で
あ
る
。

館
山
品
開
@
、
稲
葉
氏
の
館
山
入
封
は
寛
政
三
年
で
あ
る
が
、
館
山
市
は
ほ
ぼ
同
程
度
の
町
館
山
・
北
条
が
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
。
北

条
は
維
新
時
に
は
城
下
町
で
は
な
か
っ
た
が
、
寛
永
年
間
よ
り
屋
代
・
水
野
・
遠
藤
諸
氏
が
断
続
的
に
居
住
し
て
い
た
c

E
の
竜
ケ
崎
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
c

四
ケ
所
の
検
討
に
よ
り
存
続
期
間
の
長
い
所
が
多
く
市
に
成
長
し
た
と
い
う
こ
と
が
二
層
明

ら
か
に
な
っ
た
。

(
丙
)

A 

湯
長
谷
(
磐
城
、
内
藤
氏
)
、
生
実
(
下
総
、
森
川
氏
)
、
西
大
路
(
近
江
、
市
橋
氏
)
、
狭
山
(
河
内
、
北
条
氏
)
、
丹
南
(
河
内
、

高
木
氏
)
、
柳
生
(
大
和
、
柳
生
氏
)
、
芝
村
(
大
和
、
織
田
氏
)
、
櫛
羅
(
大
和
、
永
井
氏
)
、
岡
田
(
備
中
、
伊
東
氏
)
、
以
上
九

ケ
所

B 

鞠
山
(
越
前
、
酒
井
氏
)
、

ケ

所

C 

高
岡
(
下
総
、
井
上
氏
)
、
荻
野
山
中
(
相
模
、
大
久
保
氏
¥
一
二
日
市
(
越
後
、
柳
沢
氏
)
、
宮
川
(
近
江
、
堀
田
氏
、
伯
太

(
和
泉
、
渡
辺
氏
)
、
三
草
(
播
磨
、
丹
羽
氏
)
、
以
上
六
ケ
所
、

D 

佐
野
(
実
は
植
野
、
下
野
、
堀
田
氏
)
、
西
大
平
(
三
河
、
大
岡
氏
)
、
以
上
二
ケ
所

E 

志
筑
(
常
陸
、
本
堂
氏
)
、
吹
上
(
下
野
、
有
馬
氏
)
、
小
久
保
(
上
総
、
田
沼
氏
)
、
桜
井
(
上
総
、
滝
脇
氏
)
、
三
根
山
(
越
後
、



牧
野
氏
)
、
野
村
(
美
濃
、
戸
田
氏
)
、

(
信
濃
、
大
給
氏
)
、
堀
江
(
遠
江
、
大
沢
氏
)
、
吉
見
(
和
泉
、
遠
藤
氏
)
、
福
本

田
野
口

(
播
磨
、
池
田
氏
)
、
生
坂
(
備
中
、
池
田
氏
)
、
浅
尾
(
備
中
、
蒔
田
氏
)
、
千
束
(
豊
前
、
小
笠
原
氏
)
、
以
上
十
三
ケ
所

以
上
江
戸
時
代
前
半
よ
り
の
も
の

(
A
と
B
)
一
O
ケ
所
に
対
し
後
半
よ
り
の
も
の

(
C
・
D
-
E
)
一
一
一
ケ
所
と
後
半
の
も
の
が
三

分
の
二
以
上
を
占
め
、
甲
と
は
反
対
の
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
c

丙
群
中
の

A
と
B
、
す
な
わ
ち
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
の
に
都
市

に
成
長
し
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
A
の
九
ケ
所
の
内
、
六
ケ
所
が
畿
内
の
諸
藩
な
の
が
注
目
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
先
進
地
域
の
畿
内
で
は
有
力
な
商
業
・
交
通
中
心
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地
が
早
く
か
ら
成
立
し
、

一
万
石
程
度
の
小
藩
の
力
く
ら
い
で
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
た
と
え
ば
奈
良

盆
地
で
は
古
都
奈
良
や
大
藩
の
城
下
町
郡
山
を
は
じ
め
丹
波
市
・
桜
井
・
今
井
・
高
田
・
御
所
等
の
地
方
商
業
都
市
が
早
く
か
ら
成
長

し
、
そ
れ
等
の
立
地
は
古
代
以
来
の
上
ツ
道
、
下
ツ
道
、
横
大
路
等
の
道
路
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
丙
群
の

A
に
入
れ
た
芝
村

己
群
に
入
れ
た
小
泉
(
片
桐
氏
)
や
柳
本
(
織
田
氏
)
も
影
が
う
す
い
。
僅
か
に
中
街
道
(
下
ツ
道
)

に
沿
い
盆

や
櫛
羅
は
も
と
よ
り
、

地
中
央
と
い
う
地
の
利
を
も
っ
田
原
本
(
平
野
氏
)
が
や
や
繁
栄
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
大
阪
に
近
い
河
内
の
狭
山
や
丹
南
も
同
様
に

み
て
よ
か
ろ
う
。
西
大
路
は
古
い
商
業
都
市
日
野
に
隣
接
し
て
い
る
。
柳
生
に
つ
い
て
は
で
」
と
に
江
戸
詰
が
多
く
、
山
間
盆
地
の
陣
屋

町
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
留
守
宅
に
等
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
所
領
の
一
万
石
が
実
は
各
地
に
分
散
し
、
陣
屋
や
町
屋
の
あ
っ
た
地
区

が
必
ず
し
も
藩
領
の
中
心
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
@
」

と
藤
岡
謙
二
郎
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

五

185 

以
上
こ
の
ク
ラ
ス
の
小
藩
に
つ
き
先
、
す
成
立
事
情
を
類
別
し
、
城
下
町
の
成
長
を
左
右
す
る
要
素
と
し
て
士
族
戸
数
・
領
内
戸
数
・
存
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続
期
間
の
長
短
と
の
関
係
を
検
討
し
、

土
族
戸
数
・
領
内
戸
数
が
多
く
存
続
期
間
の
長
い
も
の
が
多
く
都
市
と
し
て
成
長
し
、
こ
れ
に
反

す
る
も
の
は
多
く
村
落
的
景
観
に
終
始
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

注

⑤④ e さJ ①

拙
稿
一
万
石
大
名
の
城
下
町
、
第
一
報
、
新
地
理
一

O
巻
二
号

拙
稿
一
万
石
大
名
の
城
下
町
、
第
二
報
、
(
要
旨
)
本
会
会
員
通
信
一
五
号

拙
稿
一
万
石
大
名
の
城
下
町
、
第
三
報
そ
の
一
、
新
地
理
二
二
巻
一
号

拙
稿
一
万
石
大
名
の
城
下
町
、
第
三
報
そ
の
二
、
新
地
理
二
二
巻
三
号

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
先
学
の
業
績
に

藤
岡
謙
二
郎
、
日
本
歴
史
地
理
序
説
、
昭
和
三
十
七
年
、
二
五

O
l二
六
三
頁

大
越
勝
秋
、
泉
州
伯
太
陣
屋
村
の
研
究
、
地
理
学
評
論
三
五
巻
九
号

山
川
俊
介
、
交
代
寄
合
衆
に
つ
い
て
、
備
中
成
羽
山
崎
氏
の
場
合
、
歴
史
教
育
一

ο巻
二
一
口
一
勺

が
あ
り
、
二
万
石
以
上
だ
が
備
中
足
守
を
扱
っ
た

岡
山
大
学
教
育
学
部
社
会
科
研
究
室
、
陣
屋
町
の
研
究

伊
東
尾
四
郎
福
岡
県
史
資
料
一
輯
、
昭
和
七
年

宮
武
外
骨
府
藩
県
制
史
、
昭
和
十
六
年

も
参
考
に
な
る
つ

⑦ ⑤  '0) Jl) ~③⑧ 

伊黒前前古
藤 i埼掲 掲 同
郷千③④常
平 H青吉

1'r.ヨ
羽田

藩
制
一
覧
、
郷
土
の
歴
史
中
国
第
(
昭
和
三
十
四
年
)
所
収

地
方
的
中
小
市
場
の
商
圏
に
関
す
る
一
考
察
、
新
地
理
五
巻
四
号

須
坂
町
に
お
け
る
水
車
と
工
業
発
達
の
地
理
学
的
研
究
、
内
田
寛
一
先
生
還
暦
記
念
地
理
学
論
文
集
上
巻
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⑧@ ⑬⑬⑫⑬⑬⑬⑬  

金
井
円
藩
政
、
昭
和
三
一
十
七
年
、
六

O
l七
三
頁

大
塚
史
学
会
編
郷
土
史
辞
典
、
昭
和
三
十
年
、
巻
末
二
二

l
一
一
三
頁
。

地
方
史
研
究
協
議
会
地
方
史
研
究
必
携
、
昭
和
二
十
七
年
、
一
四

O
l
一
四
四
頁

前
掲
⑪

安
西
如
鳩
烏
城
志
、
一
名
黒
石
案
内
、
大
正
二
年

塙
泉
嶺
真
壁
郡
郷
土
史
、
大
正
十
三
年

石
川
寛
君
塚
文
雄
君
津
安
房
郡
史
、
昭
和
三
十
五
年

千
葉
耀
胤
館
山
城
祉
、
昭
和
三
十
八
年

藤
岡
謙
二
郎
前
掲
⑦




